
 

 

 

 

◆8月 20日－21日、生徒13名と福島県大熊町・双葉町・浪江町を訪問しました。 

◆「東日本大震災と原子力災害が地域や人に与えた影響を学び、福島と東京との関わり

を学ぶ。また、災害の現場に触れ、現地の方にお話を伺うことで、災害と人・地域との関係

は何か考える。」を目的としました。（生徒の学び等を含めた細かい報告は、後日掲載します。） 

  
バス車内から原子力発電所を望む 

手前は、中間貯蔵施設 

震災遺構 請戸小学校を見学 

  
ＯＣＡＦＥ 震災に関わる紙芝居を聴く 双葉町にてフィールドワーク 

   
双葉町内バス内から見学 こんどこそ双葉店 なみえ焼そばとしらす丼 

 

福島スタディツアー実施しました。 

 

 

 

 
8 月 20 日～21 日  

 


